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Ⅶ－4．気体物性グループ  
助教授  森岡弓男   
気体分光実農   
（1）シンクロトロン放射を用いた気体の光t離の研究   
太陽光中の真空兼外光と上層大気との相互作用は非常に大きいので．人間の生  
繕に機々な形で関わらてくる．この相互作用のうち光電轟と光解♯が大部分を占  
めていて，我々はこの光電■と光解♯をシンクロトロン放射を用いて研究してい  
る。また．嫌々な簡単な分子，特に希ガス分子をつくり．モの分子定数を決定す  
ることにより．レーサー発♯専の応用物理に基礎的資胴届儲棚しようとしている。   
（a）希ガス分子の製造  
ArやEr専の希ガスはレーサー発振の材料として広く使用されている．しかし  
，モの分子状農のt千載♯はまだ正確には把握されていない．我々の研究室では  
この希ガス分子を超音速ノズルを用いることにより生成させ．この分子に光を席  
射させて出てくるt子のエネルギーを＃分解能で観測している．今年になりクラ  
スターも生成できるように成った．固1にⅩe分子クラスターの生成スペクトル  
を示す．今捷は、これらのクラスターの電子状先の研究をする予定である．  
凰1．X色男子イオ  
ンの生成スペクトル．  
nはクラスターサイ  
ズで、積廿は飛行時  
間である．ノズル噴  
出圧力は1気圧、照  
射波長は108ヰA  
である。  
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（b）高分解能しきい光電子スペクトルの観測   
通常の光七千分光では分解能は10皿eV程度である。我々はしきい光電子測  
定に飛行時間法を用いて数meVの分解能を目指している．光＃としてシンクロ  
トロンからのパルス光を利用し，試料に光照射した捷出てくる電子のエネルギー  
を飛行時間法で清達する。この方法はエネルギーが侶いほど分♯儲が良いので，  
ゼロエネルギーの電子が出る光の波長身分♯能良く測定することによりイオンの  
準位を決定できる．Ar原子と0士分子について得られたスペクトルを固2と3  
に示す．Arについてほ分解能1．7血色Vを得ている．0全身子のスペクトル  
では十重項が分♯してるのが解る．これは光電子分光で初めて4垂項が分＃した  
例である。  
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回3 02のしきい光電子スペクトル。   
4垂項が初めて分＃された。   
図2 Arのしきい光電子スペクトル。  
エネルギー分解能は1．7皿eV。  
（C）真空紫外領域にお  
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